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《総人口》

98,041 人 ( － 56)

男性　49,779 人 ( － 28)

女性　48,262 人 ( － 28)

《世帯》50,923 世帯 (－ 34)

(  )内は、前月との
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税週間にあわせノートを贈呈
子どもたちに税を考えるきっかけを

税を考える週間（11 月 11 日～ 17 日）にあわせ、千歳
青色申告会と札幌南税務署から市内の中学１年生全員

に《税を考えるノベルティ》としてノートが贈られました。
ノートには税金の使い道や国の財政に関することがわかりや
すく書かれています。千歳青色申告会の仲澤 和洋会長から
ノートを受け取った佐々木教育長は、「新型コロナウイルスの
影響により国も市も税収が厳しい。その中で子どもたちが税
を考えるきっかけになるいい機会」と感謝を述べました。

千歳ジュニアオーケストラ
コロナ禍でも素晴らしい演奏で観客を魅了

千歳ジュニアオーケストラの第 7 回定期演奏会が、北ガ
ス文化ホールで開催され、幼児から高校生までの団員

約 60 人が日ごろの練習の成果を披露しました。演奏会は収
容人数を 500 人に制限するとともに、検温、消毒、3 密回
避を徹底していました。ステージは 3 部構成で、プロジェク
ターで大型スクリーンに曲目や映像を映し出すなど、観客が
演奏曲に親しみやすいよう工夫して行われ、会場は歓声と拍
手に包まれました。
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まちのできごと・マンスリーでお知らせします。

やわらかいお肉に児童は舌鼓
コロナの影響で需要が落ち込んだ道産牛を学校給食に活用

市内全 17 の小学校で道産の
黒毛和牛がたっぷり入った

《ビーフストロガノフ》が提供され
ました。地元北海道の食材への理
解を深めようとする取り組みで、
栄養教諭が肉の部位などの説明を
した後、子どもたちは、食材や調
理した方などに感謝しながら、味
わって食べていました。普段の給
食ではお目にかかれない食材に「い
つもの給食のお肉より柔らかくて、
おいしい」と喜んでいました。

11/18

千歳ドライブスルー クルマルシェ
千歳のグルメをドライブスルー。コロナ禍での新しいイベント

千歳アウトレットモール・レ
ラの駐車場で、新しいドラ

イブスルーイベントが実施されま
した。飲食店や生産者が経済的な
打撃を受けている中、“食と美味
しさの力”で少しでも改善させた
いと実行委員会が立ち上がり、市
内の飲食店 18 店舗が趣向を凝ら
したメニューを準備、ここでしか
食べられないメニューも用意され
ました。お昼時には何台もの車が
次々と来場し、飲食店を元気にし
たいという思いが結集したイベン
トになりました。

「元気なうちにお片付け～３Ｒ
な暮らし方」をテーマに北

ガス文化ホールで、３Ｒ講演会が
開催されました（（公財）ちとせ環
境と緑の財団主催）。講師の石

いしづか
塚 

祐
さ ち え

江 氏《環境カウンセラー》から
「３Ｒは広い範囲ではなく、身近な
地域で行うことが最も効果的です。
捨てる前に必要としている人がい
ないか、もう一度考えてみてくだ
さい」と話され《学生服リユース
事業》などの取り組みが紹介され
ました。

３R 講演会
リユース・リデュース・リサイクルを再確認 落ち葉清掃作業

シルバー人材センターのボランティア活動

青葉公園ピクニック広場とその周辺で、（公社）千歳市シ
ルバー人材センターの会員による清掃作業が行われまし

た。前日の降雪で水分を含んだ重い落ち葉が一面に覆いかぶ
さり地面が見えないほどでしたが、経験豊富な会員の皆さん
は連携もスムーズで、みるみるうちに落ち葉が集められてい
きました。集められた量は 1 トン袋 150 袋にもなり、早朝
のひんやりとした空気の中でも、作業にあたった皆さんの熱
意が伝わってきました。
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市民の皆さんの身近に
ある楽しい話題・イベ
ントの情報をお寄せく
ださい。
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